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明
治
期
・

真
宗
大
谷
派
に

お

け

る

高
等
教
育
就
学
実
態
に

つ

い

て

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

江
島
　
尚

俊

　
本
発
表
の

目
的
は
、

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
（

以
下、

研
究
所
と

略
記）

所
蔵
の

資
料
を

用
い

て
、

明
治
期
・

大
谷
派
の

高
等
教
育
機
関
に

お

け
る

就
学
実
態
の
一

端
を

明
ら
か
に

す
る

こ

と

で

あ
る

。

　
筆
者
は、

近
代
日
本
に

お

け
る

「

大
学
と

宗
教
」

の

関
係
に
大
き
な
関

心
を
抱
い

て

お
り、

近

年
で

は
、

戦
前
に
お
い

て

伝
統
仏
教
教
団
が
設
立

し
た、

い

わ

ゆ
る

「

宗
門
系
大
学
」

に

着
眼
し
研
究
を
行
な
っ

て

い

る
。

「

宗
門
系

大
学
」

に
着
眼

す
る

理

由
と

し
て、

宗

教
学
に

お
い

て

は

宗
教

者
の

近

代
的
形

成
、

近

代
仏

教
研

究
に

お

い

て

は

伝

統
仏

教
の

「

近
代

化
」 、

近
代
教

育
史
に

お
い

て

は

公

的
教
育
制
度
と

宗
教、

と
い

う
よ

う

な
学

際
的
な
関
心
に

も
と
つ

い

て

「

宗
門

系
大
学
」

を
研
究
対
象
と
す
る

こ

と
が
で

き
る
と

考
え
て

い

る

か
ら
で

あ
る

。

　
さ
て、

研
究
所
に

お

い

て

は
、

『

大
谷
大
学
百
年
史
』

（

二

〇
〇
一

年）

を

編

纂
す
る
過

程
に
お

い

て
、

編

纂
の

た
め

の

元
資
料
を

整
理

し
て

お

り
、

本
発
表
に

お
い

て

は

そ
こ

で

の

資
料
の

う
ち、
「

成
績
一

覧

表
」

と

「

所
化

府
県
及
国
別
表
」

に

お
け
る

記
載
情

報
を

も
と

に、

当
時
の

学
生

数
や

出

身
地
な
ど

の

統
計
的

把
握
を
試
み
た

。

　
「

成
績
一

覧
表
」

は

明

治
二

〇

1
四

四

年
の

期
間
が

現
存
し

て

お
り、

学
年
別
に

各
学
生
の

学

年
末

試
験
結
果
が

掲
載
さ
れ
て

い

た
。

そ
れ
を
も

と

に

統
計
処
理
を
行
な
っ

て

み
る
と
、

上
記
期
間
に

お
い

て

入
学
し
た
学

生

総
数
は
九
五

四

名
で

あ

り、

年
間

平
均
は

三

八
・
一

六
名
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

学
期
末

試
験
の

受
験
者
総

数
の

年
間

平
均
は

＝
二

四
・

八

名
で

あ

っ

た
。

な
お、

特
徴
的
な
の

は

明
治
二

七
−

二

九
年
に
か
け
て

試
験
受
験

者
数
の

減
少
が
み
ら
れ
た

点
で

あ
っ

た
。

　
「

所
化
府

県
及
国
別

表
」

は
、

明

治
二

ニ

ー

大
正

元

年
に

入
学
し
た

学

生
を
出

身
府
県
（

国
別）

毎
に

整
理
し

、

入

学
後
の

進

学
経
過
を

記
載
し

た
も
の

で

あ
る

。

こ

こ

で

は
各
学
生
毎
の

入

学
年
度
や

在
籍
年
数、

卒
業

是

非
な
ど
の

情
報
を
整
理
し
た

。

そ
の

結
果、

そ
こ

に

掲
載
さ
れ

て

い

た

学
生
総

数
は

八

五
七
名
で

あ
っ

た
。

出

身
地

別
と
し

て

は
、

一

位
冖

愛
知

県

＝
二

六
名、

二

位
冖

岐
阜
県
一

〇
五

名、

三

位
冖

新
潟
県
七
四

名
が
上

位
三

位
に

入
っ

て

お
り

、

大
谷

派
寺
院
が

多
い

地
域
の

出
身
学
生
が

多
か

っ

た
こ

と
が
判
明
し
た

。

次
に、

卒
業
者
に

つ

い

て

整

理
し

た
。

本
資
料

は

大
正
元
年
に

作
成
さ
れ
て

い

た
た
め

、

そ
の

直
近
に

入
学
し
た

学
生
の

卒

業
は

記
載
さ
れ
て

い

な
か
っ

た
。

ゆ

え
に

卒
業
に

関
し
て

得
る

こ

と
が

で

き
た
の

は

明
治
二

二

⊥
二

九

年
で

あ
っ

た
。

こ

の

期
間
に

お
い

て
、

入

学
し

た

学
生
は

五
六
二

名
、

そ
の

内、

予
科
卒
業
者
三

六
名、

本
科
以
上

卒
業
者
三
六
四

名、

不
明
三
名
の

合

計
四
〇

三

名
で

あ
っ

た
。

本
科
以
上

卒

業
者
の

割
合
は
六
四
・
七

七
％

で

あ
っ

た
。

　
以
上、

二

種
の

資
料
群
を
用
い

て

就
学
実
態
の
一

端
を

明
ら
か

に

し

て

き
た

。

た
だ
し
今
回
の

調
査
で

は、

高
等
教
育
機
関
と

し
て

重
要
な

位

置

を

占
め
て

い

た

高
倉
大
学

寮
（
明
治
二

九

−
四
五

年
）

に

関
す
る

資
料
を

得
る

こ

と
が
で

き
な
か
っ

た
。

こ

れ
は

研
究
所
内
に

も

所
蔵
さ
れ

て

い

な

い

た
め、

資
料
存
在
有
無
の

判

断
も

含
め
て

今
後
の

課
題
と

し
た

い．、

　

最
後
に

な
る

が、

本
発

表
の

準
備
過
程
に

お
い

て
、

大
谷
大
学
真
宗
総

合

研
究

所
に
お
い

て

多
く
の

資

料
提
供
を

受
け
る

な

ど

多
大
な
ご

協
力
を

頂
い

た
。

こ

こ

に
御
礼
申
し
上

げ
る

次
第
で

あ
る

。

ま
た
、

本
稿
は

科

学

研

究
費

若

手
研
究
〔
B
）
「

近

代
日

本
の

「

宗
門
系
大

学
」

に

お
け
る

僧

侶

養
成
と

学
術
研

究
に

関
す
る

実
証

研
究
」

（

研
究
課

題
番
号

⊥
｝
三
七

二

〇

〇
三
四、

平
成

≡
ニ

ー
二

四
年
度
）

の

研
究
成
果
の
一

部
で

あ
る

。
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